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前御門でみられる粗いチョウナ仕上げ

本来の礎石を保存して、その上から基壇を覆う

柱と柱を渡す太い梁は丸太から加工されます。清水門の丸太
は、伝統的な「チョウナ」（手斧）の道具を使って、仕上げを行っ
ています。チョウナは斧の一種で、木を削った粗い痕をその
まま残す仕上げの方法です。迅速な加工が求められた城郭建
築では、丁寧なカンナ削りよりも、チョウナ仕上げが多用さ
れていたと考えられます。平成6 年に復元された前御門でも、
このチョウナ仕上げが用いられました。

復元工事の重要な資料となったのが昔の礎石（柱の脚元に据
えられた石）です。その貴重な礎石を保存するため、今回の
復元工事では、本来の礎石の上に盛土をして、その上にさら
に新しい礎石を据えて、柱を立てる手順をとっています。文
化財である遺構（昔の建物跡）を守りながら、新たな復元を
両立させる工夫です。

~木材を伝統のチョウナで仕上げる~

~古い礎石を保存する工夫~
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チョウナ（手斧）仕上げ


